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事業概要

1. 期間
開始 ：平成２８年６月
終了 ：平成３１年３月

2. 最終目標

3.成果・進捗概要

• ２ＭＷ級ガスタービンエンジンの５０％負荷から定格１００％負荷運転に相当する
燃焼器入口条件において，ＮＯｘ ３５ｐｐｍ（残存酸素１６％換算値）以下の達成．

• 着火，エンジンの回転数上昇時を想定した各種条件において，水素燃焼で失火や
逆火が生じず，５００℃以上の燃焼ガスを安定に生成する安定燃焼の達成．

• ５０％から定格１００％負荷運転に相当する条件で、ＮＯｘ ３５ppm以下を達成．
• エンジン着火条件での安定した水素着火を確認．
• エンジン起動・回転数上昇を想定した種々の条件で水素安定燃焼を確認．
• １００％定格負荷運転に相当する条件で，燃料流量変動/急遮断に対し，

水素安定燃焼を確認．
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水素エネルギー市場の形成に向けて、需要を大幅に拡大するための

大規模水素利用技術に着手

環境負荷が低く、かつ大量の水素利用につながる基盤技術の開発

研究の目的

ガスタービンエンジンを用いた水素発電，キー技術は水素燃焼
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低NOx水素バーナ
水素

高速空気流

水素噴射孔

空気通路

水素火炎

急速混合

微小な水素火炎を用いた水素ドライ低NOx燃焼技術の

産業用ガスタービンへの適用

研究開発の概要

２ＭＷ級ガスタービン用の水素専焼ドライ低ＮＯｘ燃焼器を開発し，

低ＮＯｘで失火や逆火が発生しない安定燃焼の達成を目指した．
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“運用を想定した燃焼器要素技術確立”

開発期間 2016-2018年度

ＮＯｘ値
（残存酸素16%換算）

50～100%定格負荷条件
35ppm以下を目標

燃焼安定性の確認 着火，起動条件，燃料遮断等

開発目標

燃焼器

5 / 10



研究開発成果

エンジン運転条件に相当する高圧・高温条件下での水素燃焼試験を実施

①５０％から定格１００％負荷運転に相当する条件で，ＮＯｘ 35ｐｐｍ※以下

②定格１００％に相当する条件で2時間の耐久，試験後の燃焼器に焼損等なし

※残存酸素16%換算

定格１００％負荷運転に相当する条件での水素燃焼と試験後の燃焼器部品

燃焼器のみの要素試験
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研究開発成果
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エンジン運転条件に相当する高圧・高温条件下での水素燃焼試験を実施

①５０％から定格１００％負荷運転に相当する条件で，ＮＯｘ 35ｐｐｍ※以下

②定格１００％に相当する条件で2時間の耐久，試験後の燃焼器に焼損等なし

※残存酸素16%換算

開発目標: NOx 35ppm

50

40

30

20

10

0

N
O

x
 [

p
p
m

_残
存

酸
素

1
6
%
換

算
値

]

50% 負荷相当 100% 負荷相当

燃
焼

器
圧

力
損

失
率

P
L
R

(PLR 目標)

燃焼器出口ガス温度 [℃]

2017年度 試作燃焼器

● NOx,   ○ PLR

2018年度 試作改良燃焼器

■ NOx,  □ PLR



エンジン運転条件に相当する高圧・高温条件下での水素燃焼試験を実施

③定格１００％に相当する条件で，燃料流量変動付加/燃料遮断試験を実施

異常燃焼の発生無し

研究開発成果
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100%定格負荷相当

0%負荷（無負荷）相当

100%定格負荷相当



研究開発成果

エンジンの着火・起動に相当する条件で水素着火，燃焼安定性確認試験を実施

④エンジン着火条件での安定した水素着火を確認

⑤エンジン起動・回転数上昇を想定した種々の条件※で水素安定燃焼を確認

※圧力は0.2MPa以下

水素安定燃焼（保炎）試験水素着火試験
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燃焼器のみの要素試験



まとめ

本委託研究事業の成果を報告致しました．

当初の計画通りに，微小な水素火炎を用いた

２ＭＷ級ガスタービン用の水素専焼ドライ低NOx燃焼器の

研究開発を進め，開発目標を達成致しました．
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